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木下 長宏　（きのした・ながひろ）
1939 年生。同志社大学文学部卒業。同志社大学大学院文学研究科哲学及哲学史専攻博士課
程単位取得退学。京都芸術短期大学教授を経て横浜国立大学教授。横浜国立大学退職後私
塾＜土曜の午後の ABC ＞を主宰。著書多数。

【主要著書】
『思想史としてのゴッホ』學藝書林 1992 年
『ゴッホ　自画像の告白』二玄社 1999 年
『岡倉天心』ミネルヴァ書房 2005 年
『美を生きるための２６章─芸術思想史の試み』みすず書房 2010 年
ほかに、

『岡倉天心全集』全 9 巻　平凡社 1979 〜 1981 年（校訂・解題）
『東洋意識　夢想と現実のあいだ』ミネルヴァ書房 2012（共著）
『自画像の思想史』五柳書院（2013 年春刊行予定）

登壇者略歴

室井　尚（むろい・ひさし）
1955 年山形市生まれ。京都大学大学院文学研究科博士後期課程満期退学（美学美術史学）。
美学、芸術学、哲学、記号論、情報文化論など幅広い領域で活動している。2001 年には椿
昇と共同制作した美術作品「インセクト・ワールド」で「横浜トリエンナーレ 2001」にも
参加。2001 年～ 2006 年日本記号学会会長。国際記号学会理事、美学会委員。現在横浜国
立大学都市イノベーション研究院教授。横浜都市文化ラボ代表。著書多数。

【主要著書】
『情報宇宙論』　岩波書店　1991 年
『情報と生命』　新曜社　1993 年
『哲学問題としてのテクノロジー』　講談社　2000 年
『教室を路地へ』（唐十郎と共著）岩波書店　2005 年
『巨大バッタの奇蹟』アートン　2005 年、など

小泉 晋弥（こいずみ・しんや）
1957 年福島県生まれ。1976 年東京芸術大学美術学部芸術学科卒業。1978 年東京芸術大
学大学院美術研究科修了。いわき市立美術館学芸員、郡山市立美術館主任学芸員を経て、
現在、茨城大学教育学部教授、五浦美術文化研究所副所長、茨城大学教育学部付属中学校
長を兼任。東京芸術大学美術学部、愛知県立芸術大学美術学部非常勤講師。専門は、近現
代彫刻史、岡倉天心研究。

【著書・論文】（2000 年以降）「タゴール　天心のめざしたもの」『タゴール生誕１５０年　
インドを描いた作家たち』（さくら市ミュージアム—荒井寛方記念館、2011）、「ロダンと
荻原守衛以後の彫刻」『没後 100 年　荻原守衛展—ロダンの情熱を継いだ人—』（長野県信
濃美術館、2011）、『いま　天心を語る「岡倉天心—芸術教育の歩み—」展実行委員会』（東

京藝術大学出版会 , 2010）、「プリニウス / 犬 / 甲冑」『島田忠幸展　プリニウス　変貌する犬』（渋川市立美術館、
2010）「仏像と近代の彫刻家　出現する価値のあり方をめぐって」『仏像インスピレーション　仏像に魅せられた彫
刻家たち』（小平市立平櫛田中美術館、2008）、「佐藤静司の彫刻；木に人間を彫るということ」『佐藤静司彫刻展』（郡
山市立美術館 , 2007）、「『彫刻なるもの』—人間と世界の仲介者」『彫刻なるもの—川島清・土谷武・若林奮の作品から』

（いわき市立美術館 , 2006）、「誰が『彫刻』を必要としたのか？—彫刻のパトロンをめぐって—」『日本藝術の創跡
　出逢う美術　繋ぐ美術』（世界文芸社 , 2006）、「岡倉天心のアジア観 『東洋の理想』の位置」（『国際シンポジウム
2002「流動するアジア―表象とアイデンティティー」報告書』国際交流基金、2003）、「彫刻の現代性　ヴァイブレー
ションへの誘い」『ヴァイブレーション　結びあう知覚　展』（宇都宮市美術館 , 2001）、「天心イコノグラフィー」 『岡
倉天心アルバム』（中央公論美術出版 , 2000）
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タノン・ビダヤ（たのん・びだや）
1947 年 7 月 28 日生まれ

1970 年　横浜国立大学経済学部卒業
1971 年　米国イリノイ州エヴァンストン　ノースウェスタン大学経済学修士号
1978 年　米国イリノイ州エヴァンストン　ノースウェスタン大学経営学博士号
2004 年　横浜国立大学名誉博士号

1997 年 6-10 月　タイ王国財務大臣
2001 年 -2002 年　タイ王国商工会議所代表
2002 年 -2005 年　タイ王国際航空会長
2001 年 -2005 年　タイ王国内閣経済顧問審議会副委員長
2001 年 -2005 年　タイ王国国家社会経済開発審議会委員長
2005 年 -2006 年　タイ王国商務・財務大臣
現職
TMB アセットマネジメント会長
タイ・タップ・ウォーター・サプライ・パブリック社取締役会長等
叙勲 ( タイ王国 )
1991 年　王冠勲章
1997 年　大十字騎士一等白象勲章
2003 年　騎士大綬章一等勲章
叙勲 ( 外国 )
2004 年　日本政府、旭日大綬章
2005 年　フランス政府、国家功労賞オフィシエ
その他 :
タイフューチャー財団理事
タイ国立開発行政大学院大学名誉教授

村井 則子（むらい・のりこ）
1993 年米国カリフォルニア大学バークレー校美術史学部卒業（BA）、2003 年ハーバード
大学大学院博士号取得（美術史学、Ph.D.）。2009 年に岡倉覚三と縁の深い米国イザベラ・
ステュワート・ガードナー美術館にて特別展「Journeys East: Isabella Stewart Gardner and 
Asia」を企画、カタログ図録は全米美術館学芸員協会より表彰された。慶應大学講師、テ
ンプル大学日本校講師・助教を経て、現在、上智大学国際教養学部助教（日本近現代美術史）。
共編著に Beyond Tenshin: Okakura Kakuzō’s Multiple Legacies（Review of Japanese Culture 
and Society, vol. 24, 2013）、Inventing Asia: American Perceptions around 1900 (2013)、
論文に「アメリカ文化史の観点より読む『茶の本』」(『ジャポニスム研究』第 26 号、2006 年 )、”
Contemporary Ikebana and the Potential of Art History at the Boundary of Art”(Journal of 
History of Modern Art No.26, 2009) ほか。

山下 裕二（やました・ゆうじ）
1958 年、広島市呉市生まれ。東京大学大学院で日本美術史を専攻。室町時代の水墨画をは
じめとして、近・現代美術までを射程に幅広く日本美術の魅力を伝える仕事を精力的に展
開し、週刊誌やテレビ・新聞などでも活躍している。現在、明治学院大学文学部芸術学科
教授。著書多数。

【主要著書】
『岡本太郎宣言』 平凡社 2000 年
『室町絵画の残像』 中央公論美術出版 2000 年
『水墨画発見』 平凡社 2003 年
『日本美術の二〇世紀』 晶文社 2003 年
『日本美術応援団』（赤瀬川原平と共著）ちくま文庫　2004 年
『伊藤若冲　鳥獣花木図屏風』 小学館 2006 年
『一夜漬け日本美術史』（監修）美術出版　2012 年、など。
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荒木　一郎（あらき・いちろう）
1959 年兵庫県姫路市生まれ。1983 年東京大学法学部卒、1988 年米国カリフォルニア大
学法科大学院修了 (LL.M)、1994 年埼玉大学大学院政策科学研究科（当時・現在は政策科学
大学院大学）修了（政策科学修士）。通商産業省（後に経済産業省）で主として通商政策を
担当。世界貿易機関（WTO）事務局法務官、経済産業研究所研究調整ディレクターを経て、
2003 年 7 月横浜国立大学大学院国際社会科学研究科助教授として着任。2005 年 4 月から
同研究科教授。専門は国際経済法。2009 年 11 月から横浜国立大学学長特任補佐 ( 国際戦
略担当 )。国連大学高等研究所客員教授、アジア国際法学会日本協会事務局長等を兼任。

池田 幸雄（いけだ・ゆきお）
昭和 18 年 5 月 5 日生（神奈川県）
昭和 42 年 3 月　東京大学理学部卒業
昭和 44 年 3 月　東京大学大学院理学系研究科修士課程修了
昭和 46 年 8 月　東京大学大学院理学系研究科博士課程退学
昭和 46 年 8 月　東京大学理学部助手（昭和 51 年 9 月まで）
昭和 50 年 9 月　理学博士（東京大学）
昭和 51 年 10 月　茨城大学理学部助教授（昭和 60 年 7 月まで）
昭和 60 年 8 月　茨城大学理学部教授
平成  6 年 4 月　茨城大学評議員（平成 7 年 3 月まで）
平成  7 年 4 月　茨城大学理学部長（平成 11 年 3 月まで）
平成 14 年 4 月　茨城大学評議員（平成 18 年 3 月まで）
平成 20 年 9 月　茨城大学長（現在に至る）
専門分野　　隕石学

斎木 尚子（さいき・なおこ）
昭和３３年１０月１１日生　出身地東京都
昭和５６．１０　外務公務員採用上級試験合格
昭和５７．３　　東京大学法学部卒業
昭和５７．４　　外務省入省
平成１０．３　　総合外交政策局総務課企画官
平成１０．４　　総合外交政策局国連政策課国際平和協力室長
平成１２．４　　北米局北米第二課長
平成１４．４　　条約局法規課長
平成１６．８　　慶應義塾大学総合政策学部教授
平成１８．４　　外務省大臣官房考査・政策評価官
平成１８．８　　経済局政策課長
平成１８．９　　大臣官房会計課長
平成２１．１　　（財）日本国際問題研究所副所長兼主任研究員
平成２３．９　　外務省大臣官房参事官（報道・広報担当）（外務副報道官）
  　　  兼大臣官房広報文化交流部（〜２４．７）
平成２４．６　　兼内閣事務官内閣官房内閣参事官（内閣官房副長官補付）
  　　  内閣官房地域活性化統合事務局参事官
平成２４．７　　（免報道・広報担当）
平成２４．８　　（報道 ･ 広報 ･ 文化交流担当）
平成２４．９　　大臣官房審議官（報道・広報・文化交流担当）（外務副報道官）
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梅原 一剛（うめはら・いちごう）
昭和 15 年 12 月 13 日生
昭和 40 年 3 月　横浜国立大学経済学部卒業
昭和 40 年 4 月　東京急行電鉄㈱入社
昭和 45 年 9 月　ワシントン大学
昭和 46 年 9 月　ロンドンスクールオブエコノミクス 
昭和 49 年 2 月　ヤンチェップサン・シティ社 ( オーストラリア )
昭和 58 年 7 月　ユナイテッドディベロップ社 ( アメリカ )
平成 3 年 2 月　エメラルドマネジメント社 ( アメリカ )
平成 7 年 7 月　パンパシフィックホテルズアンドリゾーツプライベートリミテッド取締役社長
平成 11 年 6 月　東京急行電鉄㈱取締役調査役
平成 15 年 6 月　取締役退任
平成 17 年　　　㈱東急ホテルズ代表取締役社長

千葉 信行（ちば・のぶゆき）
1945 年　生まれの横浜育ち
　　　　　明治大学政治経済学部卒業
1970 年　神奈川新聞社入社
報道部長、編集局長を経て
2001 年　取締役編集局長
2003 年　常務取締役労務担当、経営管理局長
2005 年　代表取締役専務・営業統括
2009 年　取締役相談役
2010 年　相談役、かな新広告社長
2011 年　かなしん広告顧問

（現在に至る）※横浜市金沢区在中

鈴木　雅久（すずき・まさひさ）
　1966 年東京生れ。
横浜国立大学国際戦略コーディネータ・教授
1996 年オーストラリア連邦クウィーンズランド大学 工学研究科 応用数学専攻博士課程修
了（PhD）
　クウィーンズランド大学食品科学科客員研究員、クウィーンズランド工科大学統計科学 ･
産業数理研究センター研究員、クウィーンズランド州立自然資源省自然資源研究センター
研究員を経て 1998 年 11 月～ 2012 年 6 月まで国立電気通信大学国際交流センター准教授
として、学生の海外派遣や英語による受入交換留学の運営管理・授業・学生生活指導、海
外学生危機管理等を担当。同年 7 月から横浜国立大学国際戦略コーディネータ。




